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木更津上空からみた約6000年前の海岸線

先史時代の川崎の海は？
－1万年超の縄文時代に川崎の海はどのように変化したか

－

松島 義章
神奈川県立生命の星・地球博物館名誉館員

令和元年,10,26.
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地質学からみた川崎市域の形成
－縄文海進・海退とそれ以降ー

１．貝塚遺跡が示す縄文の海

a.5万分の1地形図と貝塚遺跡、b.貝塚の分布から明らかとなった海岸線の変遷

２．川崎市域の地形・地質

a.川崎市域の地形区分と構成する地層、b.多摩川中・下流域の地形と地質

３．縄文海進に伴い形成された沖積低地の地層と貝化石

多摩川低地で掘削された学術ボーリング資料 （塚越中学校，南加瀬中学校，

地下街アゼリア，川中島中学校）

４．多摩川低地と鶴見川低地の沖積層の層序と地質断面

５．ボーリング資料から明らかになった多摩川低地と鶴見川低地の埋没地形

６．川崎駅前地下街アゼリアの地質

７．沖積層から産出する貝類化石の群集区分

a.貝類群集の水平的分布、b.垂直的分布

８．多摩川低地を含む横浜港周辺の生い立ちを探る.

a.約15,000年前、b.約１万年前、c.約7,500年前、d.約6,500～5,500年前、

e.約4,000～3,500年前、f.約2,500～2,000年前、g.約1,500年前
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貝塚の分布から推定される海岸線（東木、1926）

1a. 貝塚遺跡が示す縄文の海
世界で最初に発表された貝塚遺跡が示す縄文海進の海



4縄文時代の海岸線の変遷(江坂,1972）

貝塚遺跡の分布から縄文海進を探る

１b. 貝塚遺跡が示す縄文の海
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武蔵国境川以東の地形

２. 川崎市域の地形・地質
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２. 模式的地形面区分と構成層

関東ローム層の区分が地形面区分の基準となる

（約40~20万年前）

（約12万年前）

（約10~8万年前）

（約5~2万年前）

（約1.9万年前i以降）

（約12.5万年前）

（約10万年前）

（約5~3万年前）

（約35万年前）

（約140~100万年前）
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１０．立川礫層
９．武蔵野礫層
８．小原台砂礫層
７．下末吉層
６．戸塚層
５．鶴見層
４．おし沼砂礫層
３．港南層（上倉田層）
２．長沼層・屏風ヶ浦層
１．上総層群

２. 境川以東の地質図
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２. 海成沖積層が示す川崎～

横浜の縄文の海

（縄文海進最盛期）
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２. 多摩川下流域の地形と地質を読む
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２. 多摩川中-下流域の地形を読む

多摩川低地の中流～下流域の地形区分
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３．縄文海進に伴い形成された沖積低地の
地層と貝化石を調べる

川崎駅前地下街・アゼリアの泥層中に点在する貝化石
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2.多摩川低地域の地質を調べる

３.多摩川低地域と横浜港周辺の沖積層

●川中島中学校

●川崎駅前アゼリア
●南加瀬中学校

学術ボーリング調査を行った４地点

●塚腰中学校



13４a  塚腰中学校コア ４b  南加瀬中学校コア
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3c . 3c . 川崎市立塚越中学川崎市立塚越中学

におけるボーリングコアにおけるボーリングコア

深度深度14.2014.20～～14.60m14.60m泥質砂層中に泥質砂層中に
みられたマガキの密集帯みられたマガキの密集帯（（71007100～～
73007300年前の化石カキ礁）年前の化石カキ礁）

深度深度12.60m12.60mの泥層中にみられたの泥層中にみられた

ウラカガミウラカガミ
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４４b .b .川崎市立南加瀬中学川崎市立南加瀬中学

におけるボーリングコアにおけるボーリングコア

深度深度17.68m17.68mの泥層中にみられるの泥層中にみられる
70007000年前年前のゴイサギのゴイサギ

深度深度8.688.68～～9.88m9.88mの泥層中にみの泥層中にみ
られるられる55005500年前年前のウラカガミのウラカガミ



163d .川中島中学校コア

3c ..川崎駅前アゼリアの露頭
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6. 川崎駅前地下街・アゼリアの地質
●建設工事現場地下の露頭
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ウラカガミ

ウラカガミ

イヨスダレ

６a. 建設工事現場の露頭（地下2階）

約5800年前に堆積した泥層中の貝類化石
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ウラカガミ

ウラカガミ

ウラカガミ

ウミタケ

イヨスダレ

イヨスダレ

ウラカガミ

イヨスダレ

建設工事現場の露頭（地下2階）

６a. 川崎駅前地下街・アゼリアの地質
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3d .3d .川崎市立川中島中学川崎市立川中島中学

におけるボーリングコアにおけるボーリングコア

深度深度41.0041.00～～41.40m41.40mの砂質泥層の砂質泥層

中にみられる両殻の合わさった中にみられる両殻の合わさった
ヤマトシジミヤマトシジミ（（1050010500～～95009500年前）年前）

深度深度15.60m15.60mの泥層中にみられたの泥層中にみられた

ウミタケウミタケ
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５ . 地質ボーリング資料から明らかになった多摩川・鶴見川低

地の埋没地形



22

4a 4a 川崎市市坪から川崎市池上新町までの地質横断図川崎市市坪から川崎市池上新町までの地質横断図
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4b . 4b . 横浜市綱島西町から東京都南蒲田までの地質横断図横浜市綱島西町から東京都南蒲田までの地質横断図
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4c .4c . 横浜市潮田町から多摩川大師橋までの地質横断図横浜市潮田町から多摩川大師橋までの地質横断図
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７.内湾及び沿岸における生息環境と貝類群の区分
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海面の上昇に伴う内湾の環境

変遷

海面上昇による貝類群集の

水平（面）的変化と垂直（時間）的変化
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７７b b 東京湾西岸における完新世の相対的海面変化曲線東京湾西岸における完新世の相対的海面変化曲線

（松島,1987）

横浜港周辺地域横浜港周辺地域

海面上昇のはじまり海面上昇のはじまり

海進最盛期海進最盛期
中期の海面低下中期の海面低下

弥生の海退弥生の海退
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神奈川県立生命の星・地球博
物館(2004)

内湾における貝類群集の変遷

★ ７７b .b .完新世の海面変化完新世の海面変化

と貝類群集の変遷と貝類群集の変遷
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７７b . b . 完新世の海面変化と貝類群集の変遷完新世の海面変化と貝類群集の変遷
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８a.約1万5千年前の海岸線
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８b. 約1万年前の海岸線

●



34

８b. 約1万年前の海岸線

（縄文草創期）

神奈川県立生命の星・
地球博物館(2004)

●
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８c. 約７５00年前

●
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８c. 中丸子の多摩川河床に露出する化石カキ礁

縄文時代前期に生息していたマガキの化石礁

マガキ

マガキの密集体

中丸子の多摩川右岸一帯
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マガキ

ウネナシトマヤガイ
オキシジミ

マガキ

８c. 中丸子の多摩川河床に露出する化石貝類

ハイガイ
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ハマグリ

マテガイ

ウネナシトマヤガイ

シオフキとマガキ

多摩川中丸子の河床に露出する化石カキ礁

ハマグリ

ハマグリ

スガイ

ハマグリ
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８c. 約７５00年前

（縄文早期中葉）

神奈川県立生命の星・
地球博物館(2004)

●
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８d. 約6500～5500年前

●

●
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大熊川の河川改修工事に伴い河床から約5300年前

（海進最盛期）のマガキ、ハイガイ化石が産出

★

マガキ、ハイガイ
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８d. 約6500

～5500年前

（縄文早期末

～前期）

神奈川県立生命の星・
地球博物館(2004)

●

●



432005年6月に発掘された縄文前期の下組貝塚
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下組貝塚（縄文前期）の
ハマグリの密集層
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ウラカガミ

ウラカガミ

ウラカガミ

ウミタケ

イヨスダレ

イヨスダレ

ウラカガミ

イヨスダレ

８d. 川崎駅前のアゼリア地下の露頭
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８e. 約4500年前

●
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マガキ、ハイガイ、ウネナシトマヤガイ
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８e 約4000

～3500年前

（縄文中期
～後期）

神奈川県立生命の星・
地球博物館（2004）

●

●
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縄文後期の元町貝塚
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杉田小学校校庭における杉田東漸寺貝塚の
基盤をなす自然貝層

自然貝層に形成年代は約2800年前

シオフキ、アサリ、ハマグリ
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９a. 約2500～2000年前

●
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８f. 約2500～2000年前

（弥生時代）

神奈川県立生命の星・
地球博物館(2004)

●

●

杉田東漸寺貝塚地下の自然貝層
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８g 約1500年前

●
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８g約1500年前

古墳時代の杉田東漸寺貝塚

神奈川県立生命の星・
地球博物館（2004）

●

●

（古墳時代）

JR川崎駅地下



55古墳時代の杉田東漸寺貝塚

●建設工事現場の露頭
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ご清聴を有難うございました。


